
た
。
郊
外
に
住
み
、
最
寄
り
駅

か
ら
都
心
の
会
社
に
長
距
離
通

勤
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
定

着
し
て
い
っ
た
。

常
用
雇
用
に
裏
打
ち
さ
れ
て

い
た
こ
の
よ
う
な
別
世
紀
型
の

生
活
様
式
は
、
雇
用
の
流
動
化

が
進
む
現
代
で
は
維
持
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
人
口
減

一再
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路
線
維
持
の
た
め
、
自
治
体

に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。
運
輸
政
策

研
究
所
の
今
橋
隆
・
主
席
研
究

員
に
聞
い
た
。
◆

日
本
の
私
鉄
は
、
不
動
産
業

や
百
貨
店
経
営
な
ど
を
兼
業
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
経
済
成

長
期
、
沿
線
に
多
く
の
利
用
者

を
住
ま
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

）通勤通学客でにぎわう西武多摩湖線の一橋学園駅（小平市で
琴畠

社
）
に
よ
る
と
、
１
０
０
円
の

運
賃
収
入
を
得
る
た
め
に
必
要

な
経
費
で
あ
る
「
営
業
係
数
」

は
、
西
武
池
袋
綜
系
統
が
Ｗ
・

１
、
新
宿
線
系
統
が
昭
。
９
と

峠
鐸
詫
蝿
握
、
に
樹
し
雪
》
順

線
で
２
４
１
．
９
と
、
不
採
算

を
示
す
調
査
も
あ
る
。

同
協
議
会
で
は
、
西
武
鉄
道
一

を
巻
き
込
ん
で
路
線
を
活
用
し

た
共
同
事
業
を
行
う
こ
と
が
存

続
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
株
主
総
会
後
に

開
か
れ
た
幹
部
同
士
の
協
議
で

西 止の不 なお

も
、
西
武
側
が
上
場
に
向
け
て

企
業
価
格
の
算
定
に
つ
い
て
話

し
合
う
こ
と
を
提
案
し
た
の
に

対
し
、
サ
ー
ベ
ラ
ス
側
は
「
（
内

部
管
理
体
制
の
改
善
な
ど
）
上

場
前
に
や
る
こ
と
が
あ
る
」
と

主
張
す
る
な
ど
、
両
者
の
議
論

は
平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。

渡
部
市
長
は
、
「
中
ぶ
ら
り

ん
で
ど
う
な
る
の
か
分
か
ら
な

い
状
況
が
長
期
化
す
れ
ば
、
企

業
価
値
、
沿
線
価
値
を
さ
げ
る

こ
と
に
な
り
、
地
域
振
興
上
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
。
早
期
に
解
決
、

上
場
し
て
も
ら
う
こ
と
が
自
治

体
、
地
域
住
民
、
株
主
に
と
っ

て
も
重
要
だ
」
と
訴
え
る
。

多
廃
止
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
５

路
線
の
う
ち
、
国
分
寺
線
、
多

・
摩
湖
線
、
山
口
線
の
駅
を
市
内

に
も
つ
東
村
山
市
は
、
問
題
が

発
覚
し
た
３
月
、
近
隣
の
国
分

寺
、
小
平
、
東
大
和
の
３
市
に

呼
び
か
け
て
「
西
武
鉄
道
国
分

寺
線
・
多
摩
湖
線
沿
線
連
絡
協

議
会
」
を
設
置
。
国
や
都
に
路

・
線
存
続
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
て
き
た
。
「
メ
デ
ィ
ア
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
一
定
の
社
会

《
的
認
知
を
得
た
。
西
武
や
サ
ー

ベ
ラ
ス
に
も
そ
れ
が
伝
わ
っ
て

い
る
は
ず
」
と
、
一
連
の
活
動

を
渡
部
尚
市
長
は
評
価
す
る
。

サ
ー
ベ
ラ
ス
は
不
採
算
路
線

の
廃
止
や
プ
ロ
野
球
・
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
売
却
を
否
定
し
て

お
り
、
路
線
廃
止
の
問
題
は
ひ

と
ま
ず
〃
小
康
状
態
″
の
よ
う

西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
の
筆
頭
株
主
で
米
系
投
資
フ
ァ
ン

ド
の
サ
ー
ベ
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
西
武
鉄
道
の
国
分
寺
線
な
ど
の
廃
止
を

提
案
し
た
と
さ
れ
る
問
題
。
経
営
へ
の
関
与
を
強
め
る
た
め
、
サ
ー
ベ
ラ

ス
は
株
式
公
開
買
い
付
け
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
を
実
施
、
株
主
総
会
で
は
独
自
の

取
締
役
候
補
を
提
案
し
た
。
結
局
Ｔ
Ｏ
Ｂ
は
目
標
に
届
か
ず
選
任
案
も
否

決
さ
れ
た
が
、
関
係
者
か
ら
は
「
い
つ
か
廃
止
が
現
実
に
な
る
の
で
は
」

と
、
不
安
の
声
が
も
れ
る
。
（
中
居
広
起
）

保
育
所
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
「
送
迎
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
設
置
す
る
な
ど
子

育
て
環
境
の
整
備
に
力
を
入

れ
今
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
Ｐ
Ｒ

し
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

茨
城
県
石
岡
市
と
小
美
玉
市
は

民
間
バ
ス
事
業
者
と
と
も
に
、

廃
線
と
な
っ
た
鉄
道
跡
地
を
バ

ス
専
用
道
と
し
て
活
用
す
る
事

業
を
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
新
し
い
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
自
治
体
経
営

に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

サ
ー
ベ
ラ
ス
は
否
定

蟻
憩
￥

摩

に
見
え
る
。

し
か
し
、
秩
父
市
に
住
む
帥

歳
代
の
株
主
の
男
性
は
、
「
サ

ー
ベ
ラ
ス
が
筆
頭
株
主
で
あ
る

以
上
、
路
線
廃
止
の
不
安
は
ぬ

ぐ
え
な
い
」
と
話
す
。
「
秩
父

線
は
確
か
に
不
採
算
か
も
し
れ

な
い
。
で
も
秩
父
に
と
っ
て
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
路
線

だ
。
地
元
の
思
い
を
酌
め
な
か

っ
た
サ
ー
ベ
ラ
ス
の
戦
略
ミ
ス

だ
」
と
指
摘
す
る
。

名
前
が
挙
が
っ
た
５
路
線
は

本
当
に
不
採
算
な
の
か
。
西
武

鉄
道
は
「
区
間
だ
け
を
捉
え
た

損
益
計
算
は
し
て
い
な
い
の
で

わ
か
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
２
０
１
３
年
発
行
の
「
週

刊
東
洋
経
済
臨
時
増
刊
鉄
道

完
全
解
明
」
（
東
洋
経
済
新
報

’雛

で
利
用
者
も
減
り
首
都
圏
で
も

「
路
線
廃
止
」
が
取
り
ざ
た
さ

＝

武
蔵
境

国
分
寺

JR中央線

【支局】

立川〒190-854O
立川市曙町1-27-10
電話042-523-4477
Fax523-4478．

メールはtachika
wa＠yomiuri,co
mヘ

八王子〒192-8536
八王子市本町24－8
電話042-622-7161
Fax622-7164

町田〒194-0021
町田市中町2-4-14
電話042-723-3661

府中〒183-0026
府中市南町4-40-33
電話042-351-4141
【通信部】

青梅0428-21-4015
福生042-551-0540
束村山O42-392-1121

-購読､配達
八王子644-6538

立川北部548-3387
立川東部525-2266
立川西部595-9128
府中362-5032.
町田722-71746

青梅22-2937
‘福､生551-1110
束村山395-4311
日野581-7224
小平325-6184
昭島541－0276
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沿線市長｢中ぶらりん､地域にマイナス」
坪

是
政 〔多摩川線］

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

鉄
道
事
業
者
の
経
営
努
力
は

必
要
だ
が
、
路
線
が
あ
っ
て
当

然
と
い
う
考
え
は
も
は
や
通
用

し
な
い
。
厳
し
い
財
政
の
な
か

存
続
を
国
や
都
に
頼
れ
る
時
代

で
も
な
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
な

か
、
す
で
に
行
動
を
始
め
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。

千
葉
県
流
山
市
で
は
、
駅
ビ

ル
内
で
子
ど
も
の
一
時
保
育
と
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